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During a disaster，appropriate information must be collected. For example，residents along the coast require
information about tsunamis and those who have lost their houses need information about shelters. Twitter can
attract more attention than other forms of mass media under these circumstances because it can provide such
information. Since Twitter has an enormous amount of tweets，they must be classified to provide users with the
information they need. By assuming that users who retweet the same tweet are interested in the same topic，we
can classify tweets that are required by users with similar interests based on retweets. In this paper，we developed
the disaster information support system which classifies tweets based on retweet and showed that this system is
helpful for collecting information under these circumstances.

1. はじめに

震災時には，その時々の個人の状況に応じた情報を収集する
ことが重要である．例えば，震災直後は，沿岸部の住民は身を
守るために津波に関する情報を求めており，震災から数時間後
には，被災者は安全を確保するために避難所に関する情報を
求めている．また，救援者は震災数日後にボランティアや救援
物資に関する情報を求めている．しかしながら，このような情
報は一般大衆向けのマスメディアから取得するのは困難であ
る．一方で，Twitter をはじめとするソーシャルメディアは，
災害時にこれらの情報を提供可能な情報源として注目を浴びて
いる [Mendoza 10][Sakaki 10][平塚 12]．しかし，Twitter上
には大量のツイート（投稿）が存在しており，この中からユー
ザー個人のニーズに応えた情報だけを取り出すことは困難であ
ることから，ユーザが震災時に効率的に情報を取得するのを支
援する新たなシステムの構築が求められている．
災害時に Twitter 上で流れた情報を分類する研究は現在

までにも多数存在する．Imran らは，LDA を用いて，災害
時に Twitter 上で新たに表出するカテゴリの抽出を行った
[Imran 15]．北田らは，LDA を用いて，Twitter 上で東日本
大震災の際に各期間毎に議論されたトピックの抽出を行い，時
間毎の議論の変遷を明らかにした [北田 15]．Coboらは，2010
年のチリ地震際のツイートデータに対して，RandomForestを
用いて，震災関連情報と非震災関連情報に分ける 2クラス分類
を行った [Cobo 15]．しかしながらこれらの研究は，Twitter

上で流れた情報を分類するのみで，実際に分類された情報を提
供するシステムの構築にまでは至っていない．
本研究では災害時に Twitter 上に大量に投稿される支援情

報について，関連する情報ごとに分類し支援情報を必要とする
人々へ提供するシステムの構築を行った．本論文では，支援情
報の分類手法及び実装したシステムの構成について述べ，実際
に起きた災害時にどのような情報が得られたのかを分析した結
果について述べる．

連絡先:鳥海不二夫，東京大学工学系研究科システム創成学専攻，
〒 113-8656東京都文京区本郷 7-3-1 TEL: 03-5841-7004，
E-mail:tori@sys.t.u-tokyo.ac.jp

2. 分類手法

本システムがツイートを分類する手法は，Babaらが提案し
た分類手法 [Baba 15]に基いている．Babaらは，リツイート
の共起関係に注目することで,情報共有行動ネットワークを構
築し，構築されたネットワークにネットワーククラスタリング
の手法を適用することで，ツイートの分類を達成した．

Baba らが用いた情報共有行動ネットワークの構築手法は，
Toruimi らが提案した情報共有行動ネットワークの構築手法
[Toriumi 13] に基づいている．Toriumi らは，情報共有行動
ネットワークを構築するために，ツイートとリツイートした
ユーザの二部グラフを構築した．あるユーザがあるツイートに
対してリツイート行動を行った場合，そのユーザはそのツイー
トへ何らかの興味を持ったと考えられる．従って，複数のユー
ザが 2つのツイート，Ti，Tj を同時期にリツイートした場合，
それらの 2 つのツイートは共通の興味を引くトピックを有し
ていると考えられる．すなわち，リツイートしたユーザの重複
率が高いツイート同士は，共通の情報を持っている可能性が高
いと考えられる．そこで，そのようなリツイートをしたユーザ
の重複率が高いツイート同士を結ぶことで，共通の情報を持
つツイート同士を繋いだネットワークが構築される．2つのツ
イート，Ti ,Tj 間のリツイートユーザ重複率を Jaccard 係数
[Frakes 92]を用いて以下のように定義する:

Oij =
|Ui ∩ Uj |
|Ui ∪ Uj |

(1)

ここで，Ui, Uj は Ti, Tj をリツイートしたユーザ群である．
ここで，しきい値を設定し，Oij がしきい値を超えるなら

ば， Ti と Tj をリンクで結ぶ．この Toriumiらによるリンク
構築アルゴリズムは Smallらが提案した co-citationアルゴリ
ズムに基づいている [Small 73]．
構築された情報共有行動ネットワークを話題ごとに更に分

割するために，Babaらはネットワーククラスタリングの手法
の 1つである Newman法 [Clauset 04]を情報共有行動ネット
ワークに適用した．本システムにおいても Newman法を利用
した．
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図 1: システム構成

3. 災害情報支援システムの構築

本研究では，2.章で示した手法を用いて，災害情報をTwitter

から収集し，自動的に分類し，わかりやすい形で関係者に提供
することを目指し，システムの構築を行った．作成されたシス
テムは以下の様な流れで処理を行う．

(1). 災害関連単語を含むリツイートデータを収集
(2). それぞれの分類期間 (現在から 24，12，6，3，1時間以

内)で分類

(a) 選定された期間内に 10回以上リツイートされたツ
イートの内，リツイート回数が多いものから 1000

ツイートを抽出

(b) 抽出されたツイート群のリツイートユーザ重複率を
算出

(c) 情報共有行動ネットワークを構築

(d) Newman 法により情報共有行動ネットワークをク
ラスタリング

(3). ユーザへ分類結果を提供

ツイートデータ収集，分類，提供の処理は図 1 に示すシス
テム上で行われる．

(1)の災害関連単語とは，地震，津波といった，災害に関連
すると考えられる単語である．以下は収集に用いられた災害関
単語の一覧である．

災害関連単語� �
地震，揺れ，震度，マグニチュード，活断層，余震，震
源，断層，津波，台風，大雨，集中豪雨，ゲリラ豪雨，浸
水，洪水，竜巻，突風，大雪，豪雪，雪崩，寒冷前線，噴
火，火山，火砕流，噴石，溶岩，震災，警報，注意報，避
難，仮設住宅，帰宅困難，減災，ハザードマップ，防災，
災害，停電，被災� �
得られたツイートデータについて，リツイートユーザ重複率

の算出 (2b)には Hadoop∗1 クラスタを使用した．Hadoopは
大規模データのための分散処理フレームワークであり，長大な
データに対する逐次処理を高速・冗長化する．本研究で使用し
た Hadoopクラスタは一般的なデスクトップ PC10台と，ハ
イエンドな計算用 PC1台で構成されている．
最後に，(3)の分析結果の提供ではWEBアプリケーション

としてユーザに分析結果の提示を行う．情報提供ツイートを

∗1 https://hadoop.apache.org/

図 2: 本システムによる分類結果の提供

図 3: システムで提供される XML形式のデータ例

ノードとし，関連ツイートとの間をリンクでつなぐことによっ
てネットワークとして描画する．クラスタごとにことなる配
色とし，分類された情報を可視化した．さらに，各ノードをク
リックすることで，同じクラスタに含まれる関連ツイートの一
覧を表示する．情報提供のシステムによる分類結果の例を，図
2に示す．画面左がツイートクラスタを示したネットワークで
あり，画面右に選択したクラスタのツイートが表示される．な
お，各クラスタの特徴を示すため，ネットワーク上のクラスタ
上にマウスカーソルが載った際に，TF-IDFによって算出した
特徴語を表示する．また，データを直接利用したい開発者や研
究者のために，XML形式でのデータの提供も同時に行ってい
る．提供される XMLの例を図 3に示す．
本システムは WEB アプリケーションとして公開中 ∗2 で

ある．

4. 運用実験

本システムの運用実験を，関東で記録的な大雪が降った 2016

年 1月 18日のデータを対象として行った．当日は全国的に大
雪が降り，東京でも数センチの積雪があり交通機関が乱れるな
ど大きな混乱が生じていた．
分析は 2016年 1月 18日 15時までの 12時間のツイートを

∗2 http://www.torilab.sakura.ne.jp/disasterTweets/
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図 4: 大雪情報のツイート例

利用した．分類対象となったツイートは 387 あり，それらが
69のクラスタに分類された．
もっともツイート数が多かったクラスタには国土交通省長

野国道事務所 (@mlit nagano)のツイートを中心とした長野県
の大雪情報に関するツイートを中心に 50ツイートが含まれて
いた．国土交通省長野国道事務所のツイートの例を図 4∗3 に
示す．

2番目にツイート数の多かったクラスタは 45ツイートを含
み，新聞やテレビといったマスメディアのアカウントによる大
雪情報が中心であった．

3 番目にツイートの多かったクラスタは，首都圏に関する
NHKニュースのアカウントによるツイートを中心に，停電や
交通情報がまとまったツイート群であった．
そのほか，含まれるツイート数が多いクラスタには，交通情

報を集めたツイート，個人による大雪情報ツイート，鉄道事故
関連ニュースアカウントによるツイート，東北の大雪情報 ∗4

などが分類された．
本システムによって分類された情報は，単に災害情報だけ

ではなく，交通関連，あるいは地方ごとの情報に分割されてい
ることが確認された．実際，求める災害情報は被災者によって
異なっている．たとえば，首都圏で通勤しようとしている人で
あれば交通情報が重要であるが，同じ情報を長野県の人が受
け取ってもあまり意味が無い．そのため，どのような情報なの
か，そしてどこの情報なのかの二点によって情報が分類され
ていることは，被災者にとっては重要となる．以上を踏まえる
と，本システムによって災害情報は適切に分類できているとい
えよう．

5. おわりに

本研究では，リツイート行動に基づいて情報共有行動ネット
ワークを構築し，ネットワーククラスタリングを適用すること
で，震災時に共有された情報の分類を行うシステムの構築を
行った．運用実験によって，構築されたシステムは震災時に求
められる情報を提供することが確認された．本システムは常
時稼働しており，突発的な災害時にも活用されることが見込ま
れる．また，分類結果は XML 形式でダウンロード可能なた
め，他のシステムと本システムを統合することも容易に可能で
ある．
今後の課題としては，ユーザの位置情報や,ツイート履歴な

どを活用することで，それぞれの個人の状況下に求められるで

∗3 https://twitter.com/mlit_nagano/status/

688876539744620544
∗4 その他，人気ラーメンチェーン各店舗の営業状況なども抽出され
た

あろう情報を,ユーザごとに提供するアルゴリズムの実装など
が挙げられる．
これらの基礎技術についての研究は，人工知能学会近未来

チャレンジ「異種協調型災害情報支援システム実現に向けた基
盤技術の構築 (CHIDRI)」プロジェクトで行われている．最終
的にこれらの基礎技術を統合した異種協調型災害情報支援シス
テムを実現することも本研究の重要な課題の一つである．
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